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「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
年
金
改
革
に
つ
い
て
」

北
海
道
保
健
福
祉
部
高
齢
者
保
健
福
祉
課
長
　
　
　
　
井
上
　
誠
一

（
元
・
在
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
日
本
国
大
使
館
一
等
書
記
官
）　
　
　
　
　
　

　
は
じ
め
に

　
私
は
い
ま
、
北
海
道
庁
の
高
齢
者
保
健
福
祉
課
と
い
う
と
こ
ろ
に
お
り
ま
し
て
、
主
と
し
て
高
齢
者
の

保
健
福
祉
に
関
す
る
仕
事
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
旧
厚
生
省
の
職
員
で
あ
り
、
年
金
や

国
保
関
係
の
仕
事
な
ど
も
経
験
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
五
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
三
年
間
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
日
本
大
使
館
に
勤
務
し
て
、
経
済
や
社
会
保
障
の
担
当
と
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
経
済

政
策
と
か
社
会
保
障
の
政
策
、
た
と
え
ば
年
金
、
医
療
、
介
護
と
い
っ
た
政
策
に
つ
い
て
調
査
し
、
勉
強

も
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
も
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
年
金
改
革
の
実
施
に
向
け
た
論

議
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
私
自
身
も
そ
の
直
前
に
厚
生
省
で
年
金
行
政
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
特
に
年
金
改
革
の
動
向
に
つ
い
て
は
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
そ
の
成
果
を
論
文
の
よ
う
な
か
た
ち
で
発
表
も
い
た
し
ま
し
た
。
き
ょ
う
お
呼
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び
い
た
だ
い
た
の
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
か
と
、
た
い
へ
ん
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。
北
海
道
に
は
平
成
一
二
年
七
月
か
ら
出
向
し
て
お
り
ま
し
て
、
も
う
二
年
半
以
上
が
た
ち
ま
し
た
。

間
も
な
く
厚
生
労
働
省
に
再
び
帰
る
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
き
ょ
う
は
、「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
年
金
改

革
に
つ
い
て
」と
い
う
題
で
お
話
す
る
わ
け
で
す
が
、
い
ま
日
本
で
も
盛
ん
に
年
金
改
革
の
論
議
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
わ
が
国
の
年
金
制
度
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
改
革
の
経
緯
や

内
容
に
は
、
参
考
に
な
る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
改
革
が
日
本
に
影
響
を
与
え
る

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
五
年
に
一
回
、
公
的
年
金
制
度
の
財
政
再
計
算
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
新
の
人
口
推
計
な
ど
に
基
づ
い
て
年
金
財
政
の
将
来
見
通
し
を
立
て
る
わ
け
で
す

が
、
次
回
が
平
成
一
六
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
そ
の
財
政
再
計
算
に
あ
わ
せ
て
、
年

金
の
給
付
と
負
担
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
制
度
改
正
を
行
う
の
が
通
例
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
昨
年
あ
た
り
か
ら
平
成
一
六
年
の
年
金
改
革
に
向
け
た
議
論
が
、
国
の
関
係
審
議
会
等
で
本
格

的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
一
二
月
、
厚
生
労
働
省
の
方
か
ら「
年
金
改
革
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の
骨
格
に
関
す
る
方
向
性
と
論
点
に
つ
い
て
」と
い
う
文
書
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
議
論
の
た
た

き
台
と
す
る
た
め
に
、
論
点
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
要
点
を
ま
と
め
た
も
の
を
資
料
と
し

て
配
付
し
て
お
り
ま
す
（
４
Ｐ
〜
５
Ｐ
）。
こ
の
よ
う
な
文
書
を
見
て
も
、
じ
つ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
年

金
改
革
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
点
が
い
く
つ
か
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん

な
こ
と
で
、
日
本
の
年
金
改
革
論
議
に
も
、
か
な
り
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
改
革
が
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
年
金
改
革
は
、
従
来
の
制
度
に
つ
い
て
根
本
的
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
点

で
、
本
当
の
意
味
で
の
抜
本
改
革
と
い
え
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
例
え
ば
医
療
保
険
制
度
の

抜
本
的
改
革
と
か
い
う
こ
と
で
、「
抜
本
的
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
実
現
す
る

の
は
「
抜
本
的
」
と
は
言
い
難
い
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
年
金
改
革
は
ま
さ

に
抜
本
改
革
の
名
に
値
す
る
改
革
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
改
革
も
そ
う
簡
単
に
で
き
あ

が
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
か
な
り
長
い
年
月
を
か
け
て
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
そ
の
末
に
成
就
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
な
の
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
こ
の
年
金
改
革
に
つ
い
て
は
一
九
九
一
年
、

す
な
わ
ち
い
ま
か
ら
一
〇
年
以
上
前
に
、「
年
金
改
革
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
組
織
が
設
け
ら
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（参　考） 

年金改革の骨格に関する方向性と論点について 
 

　平成16年の年金改革に向けて、これまでの各方面の議論を参考にし、厚生労働省において、改革
の骨格に関して今後の議論のたたき台としてとりまとめたもの。今後、広く国民的議論が行われること
を期待するとともに、国民的な合意の下で改革を進めていくことを目指す。 

①若い世代を中心とした現役世代の年金制度への不安感、不信感を解消すること 
②少子化の進行等の社会経済情勢の変動に対し、柔軟に対応でき、かつ、恒久的に安定した制度と
すること 

③現役世代の保険料負担が過大にならないよう配慮することに重点を置きつつ、給付水準と現役世
代の保険料負担をバランスのとれたものとすること 

④現役世代が将来の自らの給付を実感できる分かりやすい制度とすること 
⑤少子化、女性の社会進出、就業形態の多様化等の社会経済の変化に的確に対応できるものとす
ること 

《平成16年の年金改革の基本的視点》 

国民皆年金と社会保険方式を基本とした現行の制度体系 
○国民皆年金の下、保険料納付が年金給付に結びつく社会保険方式 
○統一的な定額基礎年金に所得比例年金を上乗せ 
○基礎年金に一定の国庫負担（3分の1） 
○賦課方式を基本に積立金を保有 

平成16年の改革の方向 

○社会保険方式に基づく現行の制度体系を基本として改革を進めていく。 
○安定した財源を確保して国庫負担割合の2分の1への引上げ、国民年金 
 保険料の多段階免除導入の検討、徹底した保険料収納対策に取り組む。 
○制度改革により、長期的に安定した制度とする措置を講じた上で、さらに、 
 社会保険方式による所得比例構造の一本の年金制度の導入等を含め、 
 長期的な制度体系の在り方について議論 
 

年金制度の体系に関する各方面での議論 

《改革の骨格に関する基本的な方向性と論点》 
（1）  年金制度の体系 

①前回改正法で規定された、安定した財源を確保して基礎年金国庫負担割合を2分の1に引き上げ
ることは、最終保険料水準を過大にせず、給付も適切な水準を保つため、不可欠 

②少子・高齢化が急速に進行する中で、将来の保険料水準を過度に上昇させないため、保険料引上
げ凍結の解除が必要。 

基礎年金を税方式とする体系 
 
○未加入・未納の問題は存在しな
くなる 
●拠出の有無にかかわりない保
障が自律・自助の精神に立脚し
た我が国の経済社会と整合的か 
→  これら論点についての総合的
な議論が必要 

定額の公的年金とその上乗せ
の私的年金の組合せ 

○公的年金としては、基礎的生活
費を賄う水準の定額年金のみ 
●公的年金として、現役時代と比
べて老後の所得保障の機能が　
不十分ではないか 
→  十分な議論が必要 
 

所得比例年金と補足的給付の
組合せ（スウェーデンの例） 

○一本の所得比例年金を創設し、
低・無所得者には税財源の無拠
出制の補足的給付を設ける 
●公平な負担の基となる所得把握
の問題が存在 
→  引き続き十分に議論 
 

《特に取り組むべき課題》 

国庫負担 
（3分の1） 

報酬比例年金 

基礎年金 

報酬比例年金 

基礎年金 
国庫負担（2分の1） 
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給付と負担の見直しの基本的な考え方 

○これまでの方式 ─ 5年ごとの財政再計算の際に、人口推計や将来の経済の見通しの変化等を踏
まえて、給付水準や将来の保険料水準を見直す 

○新しい方式 ─ 最終的な保険料水準を法定し、その負担の範囲内で給付を行うことを基本に、
少子化等の社会経済情勢の変動に応じて、給付水準が自動的に調整される仕
組みを制度に組み込む 

○年金受給者の生活の安定も考慮しつつ、スライドの調整や年金課税（公的年金等控除）の見直しの検討 

○ポイント制の導入 
現役世代、特に若い世代の年金制度に対する理解と信頼を高めるため、ポイン卜制を導入し、年金
ポイント数や将来支給する年金見込額等を、定期的に被保険者に対して情報提供（通知） 

○公的年金制度における次世代育成支援策 
現在の育児休業期間に対する配慮措置を拡充し、多様な働き方の実現と併せて、育児期間にお
いて収入が減少する場合に、将来の年金額計算において配慮を行うこと等の検討 
年金資金を活用した次世代育成支援策の検討 

○支え手を増やす取組 
多様な働き方への対応  一  短時間労働者等に対する厚生年金の適用 
高齢者の就労促進 一 在職老齢年金制度の見直し等（就労に対してできる限り中立的とな

る新たな仕組みの検討） 

○女性と年金をめぐる問題 
第3号被保険者制度  －  4つの見直し案を整理 

（2）  少子化の進行等を踏まえた給付と負担の見直し 
 

（3）  現在受給している年金の取扱い 

（4）  給付と負担の関係が分かりやすい年金制度 
 

（5）  少子化、女性の社会進出、就業形態の変化に対する対応 
 

方式�－1 保険料水準を見直しながら現行
の給付水準を維持する 

 （給付水準維持方式） 
○給付水準（厚生年金） 
 　現役の手取り賃金比59％維持 
○厚生年金の保険料率（総報酬ベース） 
 　13．58％（現行）→　23.1％（2030年度以降） 
  平成11年財政再計算では 
  19．8%（2019年度以降） 

○国民年金の月額保険料（11年度価格） 
 　13,300円（現行）→　20,500円（2016年度以降） 

  平成11年財政再計算では 
  18，500円（2020年度以降） 
 　※基礎年金の国庫負担割合が2分の1の場合 

方式�－2 保険料水準を見直しながら現行
の給付の内容や水準を見直す 

 （給付と負担双方見直し方式） 

（方式�） 

（方式�） 

方式� 最終的な保険料水準を法定し、その
負担の範囲内で給付を行うことを基
本に、少子化等の社会経済の変動に
応じて、給付水準が自動的に調整さ
れる仕組みを制度に組み込む 

 （保険料固定方式） 
［試算の代表例］ 
○厚生年金の保険料率（総報酬ベース） 
　・段階的に引き上げて、20％に固定（2022年度から） 
○給付水準（厚生年金） 
・賃金上昇率や物価上昇率から支え手の減少分
を調整してスライド 
・現役の手取り賃金比 
　　  59％（現行）→　52％（2032年度以降） 

　　※基礎年金の国庫負担割合が2分の1の場合 

〔 〔 

〔 〔 
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れ
て
お
り
ま
す
。
後
ほ
ど
説
明
い
た
し
ま
す
が
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
て
も
、
メ
ン
バ
ー
は
国

会
議
員
が
中
心
で
し
た
。
議
長
に
は
担
当
大
臣
が
就
任
し
、
与
野
党
の
政
治
家
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
、

非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
し
た
。
そ
こ
で
実
質
的
な
議
論
が
行
わ
れ
て
、
九
四
年

に
与
野
党
五
党
の
間
で
改
革
の
基
本
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
合
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
九
四
年
の
五

党
合
意
が
年
金
改
革
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
こ
れ
は
大
枠
を
決
め
た
だ
け
で
、
細
か
い
点
に

つ
い
て
さ
ら
に
検
討
が
行
わ
れ
、
政
治
的
に
も
さ
ら
に
紆
余
曲
折
が
あ
っ
て
、
九
八
年
に
や
っ
と
関
連
法

案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
に
法
案
は
国
会
を
通
過
し
、
翌
九
九
年
か
ら
、
段
階
的
に
実
施

さ
れ
は
じ
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
一
九
九
〇
年
代
を
通
し
て
改
革
の
議
論
が
積
み
重
ね

ら
れ
て
、
よ
う
や
く
九
〇
年
代
終
わ
り
に
実
行
に
移
さ
れ
た
の
で
す
。

１
、
旧
制
度
の
概
要

①
基
礎
年
金
と
付
加
年
金
の
二
階
建
て
　

　
改
革
の
内
容
に
入
る
前
に
、
改
革
前
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
年
金
制
度
が
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
を
見
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
７
Ｐ
・
図
表
１
）。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
公
的
年
金
制
度
は
、
わ
が
国
の
厚
生
年
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金
や
国
民
年
金
の
制
度
よ
り
ず
っ
と
古
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
改
革
前
の
制
度
は
、
い
わ
ば
二
階
建
て
の

制
度
体
系
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
階
部
分
が
基
礎
年
金
で
、
二
階
部
分
が
付
加
年
金
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
基
礎
年
金
は
定
額
で
、
付
加
年
金
が
報
酬
比
例
の
給
付
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
い
ま
の

日
本
の
年
金
制
度
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
基
礎
年
金
は
全
国
民
に
共
通
の
給
付
を
保
障
し
て

い
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
が
最
初
に
で
き
た
の
は
一
九
一
三
年
で
し
た
。
一
九
一
三
年
と
い
う
と
、
第
一

次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
っ
た
年
の
前
年
に
当
た
り
ま
す
。
日
本
で
い
う
と
、
大
正
時
代
の
は
じ
め
頃
で
す
。

た
だ
、
最
初
に
で
き
た
頃
は
給
付
額
も
少
な
い
も
の
で
し
た
が
、
徐
々
に
改
革
を
積
み
重
ね
て
充
実
さ
せ

て
い
っ
た
の
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
基
礎
年
金
で
し
た
。
そ
し
て
二
階
部
分
の
付
加
年
金
で
す
が
、
こ
れ
は

お
お
ざ
っ
ぱ
に
い
え
ば
報
酬
比
例
年
金
と
い
え
る
の
で
す
が
、
細
か
く
見
て
い
く
と
、
完
全
な
報
酬
比
例

に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
導
入
さ
れ
た
の
は
一
九
六
〇
年
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
が
最
初
に
で

き
た
と
き
に
は
、
被
用
者
、
つ
ま
り
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
本
人
の
方
々
が
強
制
加
入
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
自

営
業
者
と
か
農
業
者
は
任
意
加
入
で
、
入
っ
て
も
入
ら
な
く
て
も
い
い
と
い
う
制
度
と
し
て
発
足
し
た
の

で
す
が
、
一
九
八
二
年
に
な
っ
て
、
自
営
業
者
な
ど
も
ふ
く
め
て
強
制
加
入
と
さ
れ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、

一
九
八
二
年
以
降
は
、
二
階
部
分
も
ふ
く
め
て
全
国
民
の
強
制
加
入
と
さ
れ
た
の
で
す
。
日
本
の
厚
生
年
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金
と
違
う
の
は
、
一
つ
は
こ
こ
で
す
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
場
合
は
こ
の
よ
う
に
、
一
九
一
三
年
と
い
う
非
常
に
早
い
時
期
に
全
国
民
共
通
の
年

金
が
曲
が
り
な
り
に
も
発
足
し
て
お
り
、
さ
ら
に
労
働
者
な
ど
の
上
乗
せ
年
金
と
い
う
意
味
合
い
で
一
九

六
〇
年
に
付
加
年
金
が
で
き
た
の
で
す
が
、
日
本
で
は
そ
の
事
情
が
逆
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
厚
生

年
金
の
ほ
う
が
国
民
年
金
よ
り
先
に
で
き
ま
し
た
。
日
本
で
厚
生
年
金
が
で
き
た
の
は
、
昭
和
一
七（
一

九
四
二
）年
で
す
。
つ
ま
り
ま
さ
に
太
平
洋
戦
争
の
真
っ
最
中
で
し
た
。
そ
の
後
国
民
年
金
が
導
入
さ
れ

た
の
は
、
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
は
順
番
が
逆
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
で
き
あ
が
っ
た
か
た
ち
を
見
る
と
、
日
本
も
昭
和
六

一
（
一
九
八
六
）
年
か
ら
基
礎
年
金
制
度
が
発
足
し
、
一
階
部
分
が
全
国
民
共
通
の
基
礎
年
金
、
二
階
部

分
が
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
と
い
う
こ
と
で
、
二
階
建
て
の
年
金
制
度
に
な
り
ま
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
は
す
で
に
一
九
六
〇
年
代
以
来
二
階
建
て
で
し
た
が
、
自
営
業
者
な
ど
も
二
階
建
て
部
分
を
持
っ
て
い

た
点
が
日
本
と
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
基
礎
年
金
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、「
四
〇
年
以
上
の
国
内

居
住
ま
た
は
三
〇
年
以
上
の
付
加
年
金
加
入
」
で
、
フ
ル
ペ
ン
シ
ョ
ン
（
満
額
年
金
）
を
支
給
す
る
こ
と
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と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
者
は
付
加
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
支
払
う
義
務
が
あ
っ
て
、
三
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
付
加
年
金
に
加
入
し
て
い
れ
ば

満
額
の
基
礎
年
金
が
も
ら
え
る
こ
と
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、
付
加
年
金
の
加
入
と
は
関
係
な
く
、
四
〇
年
以

上
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
内
に
住
ん
で
い
れ
ば
満
額
の
基
礎
年
金
が
も
ら
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
フ
ル
ペ
ン
シ
ョ
ン
（
満
額
年
金
）
の
額
は
、「
過
去
の
所
得
の
多
寡
に
関
わ
ら
ず
定
額
」
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
二
階
部
分
の
付
加
年
金
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
三
〇
年
以
上
加
入
す
る
と
フ

ル
ペ
ン
シ
ョ
ン
（
満
額
年
金
）
が
も
ら
え
る
と
い
う
も
の
で
す
が
、
こ
こ
で
い
う
フ
ル
ペ
ン
シ
ョ
ン
（
満

額
年
金
）
と
は
、
基
礎
年
金
と
違
っ
て
現
役
時
代
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
金
額
が
決
ま
る
も
の
で
し
た
。

具
体
的
に
は
、
フ
ル
ペ
ン
シ
ョ
ン
（
満
額
年
金
）
の
額
は
、「
も
っ
と
も
実
質
所
得
の
高
か
っ
た
一
五
年

間
の
年
金
ポ
イ
ン
ト
の
平
均
値
に
比
例
す
る
」こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
簡
単
に
い
え
ば
、
三
〇
年
以

上
入
っ
て
い
れ
ば
減
額
な
し
の
満
額
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
額
は
、
現
役
期
間
の
う
ち
一

番
所
得
の
高
か
っ
た
一
五
年
間
の
所
得
に
比
例
し
て
計
算
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
し
た
。

②
財
政
方
式
は
、
賦
課
方
式
を
基
本
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次
に
財
政
の
方
式
で
す
が
、
改
革
前
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
制
度
で
は
賦
課
方
式
を
基
本
に
し
て
い
ま
し

た
。
賦
課
方
式
と
は
何
か
と
い
う
と
、
い
わ
ゆ
る
世
代
間
扶
養
の
仕
組
み
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
現
役
の

人
た
ち
が
保
険
料
と
し
て
納
め
た
金
額
を
、
そ
の
と
き
の
老
後
の
方
々
の
年
金
の
支
払
い
に
あ
て
る
、
と

い
う
仕
組
み
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
毎
年
支
払
わ
れ
る
保
険
料
で
、
そ
の
年
の
給
付
を
ま
か
な
う
と
言
い

変
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
賦
課
方
式
の
反
対
の
概
念
が
、
積
立
方
式
で
す
。
積
立
方
式
は
、
個
々
の
方
々

が
保
険
料
を
支
払
う
と
、
そ
れ
を
積
み
立
て
て
毎
年
運
用
し
、
そ
れ
を
老
後
に
な
っ
た
ら
取
り
崩
し
て
給

付
と
し
て
支
払
う
と
い
う
や
り
方
で
す
。
実
際
払
っ
た
金
額
が
ず
っ
と
積
み
立
て
ら
れ
て
、
そ
れ
を
老
後

取
り
崩
す
の
が
積
立
方
式
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
い
う
な
ら
ば
民
間
の
年
金
保
険
と
同
じ
仕
組
み
で
あ
り

ま
す
。

　
国
際
的
に
み
て
、
公
的
年
金
の
財
政
方
式
で
主
流
な
の
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
現
役
世
代
が
、
あ
る
年

に
保
険
料
と
し
て
支
払
っ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
そ
の
年
に
年
金
と
し
て
支
払
わ
れ
る
と
い
う
賦
課
方
式
で

す
。
多
少
は
積
立
金
を
持
っ
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
が
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
（
緩
衝
）
と
し
て
持
っ
て
い
る
だ

け
で
、
将
来
の
年
金
の
総
額
を
積
立
金
で
ま
か
な
え
る
ほ
ど
は
持
っ
て
い
な
い
の
が
普
通
で
あ
り
ま
す
。

日
本
の
厚
生
年
金
と
同
様
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
旧
制
度
の
付
加
年
金
は
一
定
の
積
立
金
を
持
っ
た
賦
課
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方
式
と
い
う
べ
き
財
政
方
式
を
採
っ
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
基
礎
年
金
で
す
が
、
こ
れ
は
完
全
な
賦
課
方
式
で
、
毎
年
入
っ
て
く
る
保
険
料

で
毎
年
の
給
付
を
ま
か
な
う
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
の
で
そ
こ
に
国
庫
負
担

を
つ
ぎ
込
ん
で
給
付
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
し
た
。
基
礎
年
金
の
保
険
料
は
、
九
七
年
の
数
字
で
見
る
と
、

被
用
者
＝
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
五
・
八
六
％
、
自
営
業
者
は
六
・
〇
三
％
と
、
だ
い
た
い
六
％
前
後

で
し
た
。
そ
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
全
額
事
業
主
負
担
で
、
本
人
負
担
は
ゼ
ロ
で
し
た
。
自
営
業

者
は
当
然
全
額
自
己
負
担
で
し
た
。
た
だ
こ
の
保
険
料
率
と
い
う
の
は
、
こ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
を
掛

け
て
保
険
料
が
出
る
わ
け
で
、
保
険
料
は
所
得
に
比
例
し
て
出
て
く
る
額
で
す
。
と
こ
ろ
が
も
ら
う
年
金

は
定
額
で
し
て
、
払
っ
た
金
額
に
比
例
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
ま
っ

た
く
所
得
が
な
い
人
も
社
会
に
は
い
る
わ
け
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
は
保
険
料
を
払
わ
な
く
て
も
、
四
〇

年
間
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
住
ん
で
い
れ
ば
満
額
も
ら
え
る
の
で
、
純
粋
な
意
味
で
の
社
会
保
険
方
式
の
年
金

で
は
な
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。
保
険
料
を
払
わ
な
い
人
で
も
満
額
も
ら
え
る
と
い
う
制
度
を
ふ
く
ん
で
い

た
こ
と
か
ら
、
基
礎
年
金
の
保
険
料
は
、
あ
る
意
味
で
目
的
税
の
よ
う
な
性
格
が
強
い
も
の
だ
っ
た
と
い

え
ま
す
。
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そ
し
て
二
階
部
分
が
付
加
年
金
制
度
で
、
こ
れ
も
基
礎
年
金
と
同
じ
賦
課
方
式
が
基
本
で
は
あ
り
ま
す

が
、
若
干
の
積
立
金
も
持
っ
て
お
り
、
旧
制
度
で
は
約
五
年
分
く
ら
い
の
給
付
費
に
相
当
す
る
程
度
の
積

立
金
が
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
、
給
付
を
長
期
的
に
全
部
ま
か
な
う
に
は
到
底
足

り
な
い
の
で
す
が
、
一
定
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
（
緩
衝
）
と
し
て
積
立
金
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
使
用
者
負
担
が
一
三
％
、
本
人
負
担
が
一
％
、
自
営

業
者
は
、
自
営
業
者
と
し
て
の
負
担
が
一
三
％
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
共
通
な
本
人
負
担
が
一
％
で
、
ど
ち

ら
も
合
計
一
四
％
を
払
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
営
業
者
の
場
合
、
二
つ
に
分
け
て
書
き
ま
し
た

が
、
そ
の
両
方
と
も
本
人
が
負
担
す
る
も
の
で
す
。

　
従
来
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会
保
険
制
度
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
た
め
の
保
険
料
負
担
の
ほ
と
ん
ど

が
使
用
者
負
担
で
あ
る
と
い
う
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
最
近
は
、

こ
れ
が
だ
ん
だ
ん
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

③
制
度
設
計
は
、
給
付
建
て
（
確
定
給
付
）
を
基
本

　
次
に
制
度
設
計
の
問
題
で
す
が
、
旧
制
度
の
制
度
設
計
は
給
付
建
て
（
確
定
給
付
）
を
基
本
と
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
給
付
建
て
と
か
確
定
給
付
と
か
は
同
じ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
逆
が
拠
出
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建
て
も
し
く
は
確
定
拠
出
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
給
付
建
て
＝
確
定
給
付
と
は
何
か
と
い
う
と
、
あ
ら

か
じ
め
年
金
の
水
準
は
こ
れ
く
ら
い
を
保
障
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
ま
ず
先
に
給
付
水
準
を
決
め
て
、
そ

こ
か
ら
逆
算
し
て
保
険
料
の
額
を
決
め
て
い
く
や
り
方
で
す
。
さ
き
に
保
障
す
る
額
が
決
ま
っ
て
、
そ
れ

を
払
う
に
は
保
険
料
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
を
逆
算
し
て
、
保
険
料
は
後
か
ら
決
ま
っ
て
い
く
と
い
う
の

が
確
定
給
付
の
考
え
方
で
す
。
逆
に
拠
出
建
て
＝
確
定
拠
出
と
い
う
の
は
、
保
険
料
率
を
あ
ら
か
じ
め
何

％
と
決
め
て
お
い
て
、
保
険
料
が
い
く
ら
だ
か
ら
将
来
の
年
金
は
い
く
ら
と
決
め
る
や
り
方
で
す
。
そ
し

て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
古
い
制
度
は
、
給
付
建
て
が
基
本
で
、
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
、
老
後
の
基
本
的
生

活
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
な
水
準
と
な
る
よ
う
に
、
付
加
年
金
に
つ
い
て
は
、
基
礎
年
金
と
合
わ
せ
て
、
退

職
前
の
所
得
の
六
〇
％
程
度
に
な
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
逆
算
し
て
、
保
険
料
の
水
準
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

④
再
評
価
・
ス
ラ
イ
ド
は
、
物
価
上
昇
率
を
基
準
と
し
て
実
施
　

　
年
金
制
度
の
設
計
で
は
、
過
去
に
お
い
て
払
い
続
け
て
き
た
保
険
料
の
額
を
ど
う
現
在
に
反
映
さ
せ
る

の
か
、
ま
た
、
年
金
の
受
給
を
開
始
し
た
後
、
物
価
水
準
や
現
役
世
代
の
所
得
水
準
が
上
が
っ
て
い
く
と

き
に
、
そ
れ
を
ど
う
年
金
給
付
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
が
大
き
な
議
論
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
日
本
の
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厚
生
年
金
制
度
で
は
、
現
役
時
代
の
過
去
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
い
ま
の
水
準
に
置
き
換
え
る
仕
組
み
を

と
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
再
評
価
と
称
し
て
い
ま
す
が
、
加
え
て
年
金
受
給
開
始
後
、
将
来
に
向
け
て
は

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
場
合
、
現
役
時
代
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
所

得
水
準
で
は
な
く
物
価
水
準
、
つ
ま
り
物
価
上
昇
率
を
考
慮
し
て
再
評
価
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い

ま
し
た
。
所
得
水
準
の
上
昇
は
見
な
い
で
、
物
価
の
上
昇
分
の
み
を
見
る
。
ま
た
年
金
受
給
開
始
後
、
将

来
に
向
け
て
も
、
毎
年
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
み
を
行
う
仕
組
み
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
物
価
の

変
動
に
基
づ
い
て
、
実
質
的
な
年
金
価
値
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
設
計
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
旧
制
度
で
の
年
金
額
は
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で

は
九
七
年
当
時
の
為
替
レ
ー
ト
（
一
ク
ロ
ー
ナ
＝
一
五
・
八
〇
円
）
を
使
っ
て
説
明
し
ま
す
（
16
Ｐ
・
図

表
２
）。

　
ま
ず
基
礎
年
金
の
フ
ル
ペ
ン
シ
ョ
ン
（
満
額
年
金
）
の
額
で
す
が
、
単
身
者
の
場
合
月
額
四
万
五
〇
〇

〇
円
弱
で
、
夫
婦
の
場
合
は
一
人
当
た
り
月
額
三
万
七
〇
〇
〇
円
弱
で
し
た
。
た
だ
し
、
二
階
部
分
の
年

金
額
（
付
加
年
金
の
額
）
が
少
な
い
か
ま
っ
た
く
な
い
人
に
は
、
基
礎
年
金
に
補
足
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
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し
た
。
こ
の
補
足
年
金
は
、
一
番
多
い
場
合
で
月
額
二
万
六
〇
〇
〇
円
弱
で
し
た
。
こ
れ
を
フ
ル
ペ
ン

シ
ョ
ン
（
満
額
年
金
）
の
額
に
加
算
し
た
額
は
、
単
身
者
は
七
万
円
ち
ょ
っ
と
、
夫
婦
は
一
人
当
た
り
六

万
円
ち
ょ
っ
と
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
の
基
礎
年
金
の
額
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い

金
額
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
二
階
部
分
の
付
加
年
金
に
つ
い
て
は
、
平
均
で
は
男
性
で
一
一
万
七
〇
〇
〇
円
あ
ま
り
、
女
性

の
場
合
は
五
万
六
〇
〇
〇
円
あ
ま
り
、
男
女
合
わ
せ
た
平
均
で
は
八
万
七
〇
〇
〇
円
弱
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
男
性
と
女
性
で
は
、
賃
金
水
準
と
か
年
金
加
入
期
間
な
ど
で

差
が
あ
る
た
め
、
平
均
年
金
額
に
違
い
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

⑤
支
給
開
始
年
齢
は
、
原
則
と
し
て
六
五
歳

　
年
金
開
始
年
齢
は
原
則
と
し
て
六
五
歳
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
繰
り
上
げ
支
給
制
度
と
繰
り
下

げ
支
給
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。
六
一
歳
ま
で
繰
り
上
げ
て
受
給
を
始
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、
一
ヵ
月
繰
り
上
げ
る
に
つ
き
〇
・
五
％
の
金
額
が
減
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

七
〇
歳
ま
で
繰
り
下
げ
て
受
給
を
始
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し
て
、
こ
の
場
合
一
月
繰
り
下
げ
る
た
び
に

〇
・
七
％
ず
つ
年
金
額
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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以
上
が
改
革
前
の
制
度
の
概
要
で
す
が
、
一
九
八
〇
年
代
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
い
ろ
ん

な
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
、
改
革
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
議
論
が
、

ど
ん
な
背
景
の
も
と
で
出
て
き
た
の
か
を
次
に
見
て
い
き
ま
す
。

　
２
、
改
革
の
背
景

①
年
金
給
付
費
の
増
大
　

　
旧
制
度
の
も
と
で
は
、
年
々
、
年
金
給
付
費
が
増
大
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
ま

ず
、
平
均
年
金
額
の
上
昇
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
女
性
の
平
均
的
な
加
入
期
間
が
伸
び
て
い
る

こ
と
や
、
平
均
的
な
賃
金
水
準
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
一
人
当
た
り
年
金
額
が
上
昇
し
て

い
ま
し
た
。

　
加
え
て
人
口
の
高
齢
化
に
よ
り
、
年
金
を
受
給
す
る
お
年
寄
り
の
数
が
増
え
て
い
っ
た
こ
と
が
、
さ
ら

な
る
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
年
金
給
付
費
の
増
大
を
も
た
ら
し
て
い
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
ら
は
日
本
で
も
同
じ
よ
う
な
事
情
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
そ
ん
な
状
況
が

続
い
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
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人
口
の
高
齢
化
に
つ
い
て
、
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
事
情
を
見
て
お
き
ま
す
（
20
Ｐ
・
図
表
３
）。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
ま
で
は
、
世
界
で
も
っ
と
も
高
齢
化
が
進
ん
だ
国
と

い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
高
齢
化
率
は
横
ば
い
も
し
く
は
微
減
に
転
じ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
、
ま
た
上
が
り
は
じ
め
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

一
方
日
本
は
、
九
〇
年
あ
た
り
ま
で
は
、
先
進
国
の
中
で
は
高
齢
化
率
が
低
い
国
の
一
つ
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
そ
の
後
は
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
い
っ
て
、
今
後
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
齢
化
率
で
推
移
す
る

だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
将
来
予
想
さ
れ
る
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
で
の
高
齢
化
率
は
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
と
日
本
で
は
一
〇
％
ほ
ど
の
違
い
が
出
て
く
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に

お
け
る
将
来
の
高
齢
化
率
は
、
こ
の
よ
う
に
日
本
と
比
べ
れ
ば
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
見
方
も
で
き

る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
で
も
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
高
齢
化
の
進
展
は
、
年
金
給
付
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

②
経
済
の
低
成
長
　

　
年
金
改
革
の
背
景
と
し
て
、
次
に
経
済
の
低
成
長
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
も
第
二
次
世
界
大
戦
も
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
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ン
は
非
同
盟
中
立
を
外
交
政
策
の
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
以
降
、
い
ず
れ
の
戦
争

に
も
参
加
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
国
土
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
を
免
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

戦
後
の
経
済
発
展
は
目
ざ
ま
し
か
っ
た
わ
け
で
す
。
と
く
に
一
九
五
〇
年
代
や
六
〇
年
代
は
非
常
に
高
い

経
済
成
長
率
を
誇
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
七
〇
年
代
半
ば
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
経
済
が
伸
び
悩
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
八
〇
年
代
終
わ
り
頃
に
は
日
本
と
同
じ
よ
う
に
バ
ブ
ル
経
済
が
加
熱
し
、

景
気
も
よ
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
バ
ブ
ル
も
九
〇
年
代
は
じ
め
に

崩
壊
し
、
大
き
な
経
済
危
機
を
迎
え
た
の
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
人
口
が
八
九
〇
万
人
ち
ょ
っ
と
で
、

日
本
と
比
べ
た
ら
一
四
分
の
一
く
ら
い
に
す
ぎ
ず
、
人
口
で
見
れ
ば
非
常
に
小
さ
な
国
で
す
。
し
た
が
っ

て
経
済
危
機
を
迎
え
た
場
合
の
影
響
の
度
合
い
は
、
日
本
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
実
質
経
済
成
長
率
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
）
は
、
八
五
年
か
ら
八
九
年
あ
た
り
ま
で
は
安
定
し
た
成
長
を
見

せ
て
い
た
の
に
、
九
〇
年
代
初
め
に
一
気
に
落
ち
込
ん
で
、
九
一
年
か
ら
九
三
年
に
か
け
て
マ
イ
ナ
ス
成

長
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
い
へ
ん
な
危
機
で
し
た
。
こ
の
時
期
に
失
業
率
も
増
え
、
国
や
自
治
体
の
財
政

赤
字
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
（
23
Ｐ
・
図
表
４
）。

　
こ
の
よ
う
な
経
済
の
低
成
長
と
い
う
の
は
、
年
金
制
度
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
保
険
料
収
入
の
下
降
局
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面
を
迎
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
一
方
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
給
付
費
が
ど
ん
ど
ん
ふ
く
ら
ん
で

い
く
。
そ
う
し
た
中
で
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
ら
れ
た
時
期
で
し
た
。
た

と
え
ば
、
九
四
年
時
点
で
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
仮
に
将
来
の
実
質
経
済
成
長
率
が
毎
年
一
％
に
と
ど
ま
っ

た
と
す
る
と
、
現
役
世
代
の
所
得
総
額
に
占
め
る
年
金
給
付
費
総
額
の
割
合
は
、
九
五
年
に
お
け
る
二

九
・
七
％
か
ら
、
二
〇
一
五
年
に
は
三
四
・
二
％
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た（
23
Ｐ
・
図
表
５
）。

③
経
済
成
長
と
の
結
び
つ
き
の
弱
か
っ
た
旧
制
度
　

　
も
う
一
つ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
年
金
制
度
の
弱
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
が
、
経
済
成
長
と
の
結

び
つ
き
の
弱
さ
で
し
た
。
さ
き
ほ
ど
申
し
あ
げ
た
よ
う
に
、
旧
制
度
で
は
物
価
水
準
に
ス
ラ
イ
ド
し
て
給

付
額
が
増
え
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
仕
組
み
は
、
現
役
の
ふ
と
こ
ろ
が
豊
か
に
な
っ
た
ら
老
後
の
人

た
ち
も
豊
か
に
な
り
、
現
役
世
代
が
貧
し
く
な
れ
ば
、
老
後
の
方
も
貧
し
い
給
付
と
な
る
。
そ
ん
な
相
関

関
係
は
ま
っ
た
く
な
い
制
度
で
し
た
。
一
度
年
金
を
も
ら
う
年
代
に
入
っ
た
ら
、
そ
の
給
付
額
の
実
質
価

値
を
ず
っ
と
維
持
し
ま
す
と
い
う
制
度
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
こ
れ
で
年
金
の
設
計
で
は
、
一
つ
の
考

え
方
な
の
で
し
て
、
日
本
の
い
ま
の
年
金
制
度
も
こ
の
仕
組
み
を
採
用
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
マ

イ
ナ
ス
成
長
が
続
い
た
時
期
に
は
、
ど
ん
な
現
象
が
お
き
た
か
と
い
え
ば
、
結
局
現
役
の
人
た
ち
は
賃
金
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が
実
質
的
に
減
少
し
、
前
の
年
よ
り
貧
し
く
な
っ
た
の
に
、
年
金
受
給
者
の
年
金
は
価
値
が
維
持
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
そ
こ
に
不
均
衡
が
生
じ
た
の
で
す
。
年
金
制
度
を
支
え
て
い
る
人
と
、
支
え
ら
れ

て
い
る
人
の
関
係
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
あ
た
り
の
矛
盾
も
非
常
に
強
く

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

④
年
金
額
計
算
上
の
不
公
平
（
三
〇
年
ル
ー
ル
・
一
五
年
ル
ー
ル
）　

　
さ
ら
に
、
改
革
の
背
景
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
年
金
額
計
算
上
の
不
公
平
の
問
題
で
し
た
。
こ
れ

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
特
有
の
問
題
と
も
い
え
る
の
で
す
が
、
改
革
前
の
年
金
制
度
は
、
三
〇
年
加
入
す
る
と

満
額
支
払
わ
れ
る
制
度
で
し
た
。
こ
れ
を
三
〇
年
ル
ー
ル
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
一
五
年
ル
ー
ル
と

い
う
の
も
あ
っ
て
、
付
加
年
金
の
場
合
、
一
番
所
得
水
準
が
高
か
っ
た
一
五
年
間
の
所
得
に
比
例
し
て
年

金
を
計
算
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
仕
組
み
が
不
公
平
を
も
た
ら
し
て
き
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
三
〇
年
ル
ー
ル
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
三
〇
年
加
入
す
れ
ば
満
額
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
と
え

ば
二
〇
歳
か
ら
働
き
は
じ
め
て
五
〇
歳
ま
で
働
け
ば
、
そ
の
人
は
満
額
も
ら
え
る
資
格
を
持
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
働
き
続
け
て
い
る
間
は
保
険
料
を
払
い
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
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し
三
〇
年
で
満
額
だ
か
ら
、
当
然
五
〇
歳
以
降
は
働
か
な
か
っ
た
人
も
、
支
払
い
を
続
け
た
人
と
同
等
の

資
格
を
持
つ
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
不
公
平
で
す
。
つ
ま
り
比
較
的
高
齢
の
労
働
者
に
は
、
保
険
料
を
払
い

続
け
て
も
年
金
額
が
増
え
な
い
ケ
ー
ス
が
出
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
一
五
年
ル
ー
ル
で
は
、
一
番
所

得
が
高
か
っ
た
一
五
年
を
ベ
ー
ス
に
計
算
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
た
と
え
ば
生
涯
の
平
均
所
得
が

同
じ
だ
っ
た
人
で
も
、
若
い
と
き
か
ら
ず
っ
と
同
じ
だ
っ
た
人
と
、
右
肩
上
が
り
で
上
が
っ
て
い
っ
た
人

と
比
べ
る
と
、
右
肩
上
が
り
の
人
は
高
い
方
の
一
五
年
間
の
平
均
を
基
準
に
し
て
年
金
額
が
計
算
さ
れ
る

の
で
、
有
利
に
な
る
と
い
う
の
で
す
。
フ
ラ
ッ
ト
の
人
は
、
ど
こ
を
と
っ
て
も
同
じ
額
に
な
る
の
で
、
こ

ち
ら
は
不
利
で
す
。
し
か
し
こ
の
両
者
は
、
現
役
時
代
の
合
計
で
は
同
じ
保
険
料
を
支
払
っ
て
き
た
の
だ

か
ら
、
こ
れ
は
不
公
平
だ
。
こ
ん
な
例
が
実
際
に
出
て
き
た
の
で
す
。

　
す
な
わ
ち
、「
保
険
料
を
納
め
た
ら
、
そ
れ
に
比
例
し
て
公
平
に
年
金
は
計
算
さ
れ
て
い
く
べ
き
だ
」と

い
う
議
論
が
出
て
き
た
わ
け
で
す
。

　
以
上
お
話
し
し
て
き
た
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
が
あ
っ
て
、
今
回
の
改
革
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の

だ
と
い
え
る
の
で
す
。
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３
、
改
革
の
ポ
イ
ン
ト

①
制
度
体
系
を
二
階
建
て
か
ら
一
階
建
て
に
再
編
　

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
本
日
の
本
題
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
今
回
の
年
金
改
革
の
内
容
に
つ
い
て

お
話
し
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。
こ
の
改
革
で
は
、
ま
ず
年
金
制
度
の
体
系
を
、
二
階
建
て
か
ら
一
階

建
て
に
再
編
成
し
ま
し
た
（
７
Ｐ
・
図
表
１
）。
旧
制
度
の
よ
う
に
基
礎
年
金
の
上
に
所
得
比
例
年
金
が

乗
る
の
で
は
な
く
、
所
得
比
例
年
金
の
み
の
一
階
建
て
を
基
本
と
す
る
こ
と
に
変
え
た
の
で
す
。
そ
し
て

所
得
比
例
年
金
の
額
は
、
現
役
時
代
に
納
め
た
保
険
料
に
応
じ
て
決
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
う
い

う
こ
と
で
、
さ
き
ほ
ど
お
話
し
し
た
三
〇
年
ル
ー
ル
や
一
五
年
ル
ー
ル
は
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て

の
ケ
ー
ス
で
、
現
役
時
代
に
払
っ
た
保
険
料
の
額
に
応
じ
た
給
付
と
い
う
の
を
原
則
と
し
た
の
で
す
。

　
さ
ら
に
所
得
比
例
年
金
の
財
源
は
、
保
険
料
お
よ
び
積
立
金
（
の
運
用
益
）
の
み
と
い
う
こ
と
で
、
国

庫
負
担
は
投
入
し
な
い
と
決
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
日
本
や
諸
外
国
の
公
的
年
金
制
度
で
は
、
老
齢
年
金
と
障
害
年
金
と
遺
族

年
金
と
い
う
三
種
類
の
給
付
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
一
つ
の
制
度
で
運
営
し
て
い
く
の
が
普
通
だ
っ
た
の
に
、
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
場
合
、
障
害
年
金
と
遺
族
年
金
を
別
建
て
に
切
り
離
し
、
老
齢
年
金
だ
け
の
制
度
に
特

化
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の
理
由
は
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
、
保
険
料
を
払
っ
た
そ
の
総
額
に
応
じ

て
も
ら
う
と
い
う
よ
り
は
、
思
わ
ぬ
不
慮
の
事
故
が
原
因
で
も
ら
う
こ
と
に
な
る
も
の
で
、
払
っ
た
保
険

料
に
応
じ
て
額
を
決
め
る
と
い
う
考
え
方
に
な
じ
み
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
払
っ
た
保
険

料
に
応
じ
て
額
を
決
め
る
と
い
う
考
え
方
に
ふ
さ
わ
し
い
老
齢
年
金
だ
け
の
制
度
と
し
た
わ
け
で
す
。

　
そ
し
て
残
り
を
ど
う
し
た
の
か
と
い
う
と
、
障
害
年
金
は
医
療
保
険
制
度
に
組
み
込
み
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
遺
族
年
金
は
そ
れ
を
独
立
し
た
一
本
の
制
度
に
し
て
、
そ
の
保
険
料
を
別
建
て
で
徴
収
す
る
こ
と
と

し
た
の
で
す
。

②
最
低
保
障
年
金
に
よ
り
、
老
後
生
活
の
基
本
部
分
を
保
障
　

　
次
に
、
低
所
得
・
無
所
得
で
あ
っ
た
者
に
対
し
て
は
最
低
保
障
年
金
に
よ
り
、
老
後
生
活
の
基
本
部
分

を
保
障
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
７
Ｐ
の
図
表
１
で
分
か
る
通
り
、
所
得
比
例
年
金
だ
け
し
か
支

給
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
現
役
時
代
に
所
得
が
非
常
に
低
か
っ
た
人
や
全
く
な
か
っ
た
人
は
、
極
め
て
低

額
の
年
金
し
か
受
給
で
き
な
か
っ
た
り
、
無
年
金
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
、
老
後
生
活
を
支
え
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
（
国
家
に
よ
る
最
低
基
準
）
と
い
う
か
、
最
低
の
と
こ
ろ
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を
国
庫
負
担
で
補
填
す
る
、
そ
う
い
う
給
付
を
つ
く
り
ま
し
た
（
29
Ｐ
・
図
表
６
）。

　
所
得
比
例
年
金
の
額
が
、
最
低
水
準
に
届
か
な
い
場
合
、
こ
の
よ
う
に
最
低
保
障
年
金
が
補
填
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
所
得
比
例
年
金
が
一
定
額
よ
り
高
け
れ
ば
、
最
低
保
障
年
金
は
支
給
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
一
定
の
ラ
イ
ン
は
ど
ん
な
も
の
か
と
い
う
と
、
改
革
前
の
基
礎
年
金
と
補

足
年
金
の
合
計
と
実
質
的
に
同
じ
よ
う
な
水
準
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
こ
こ
で
新
制
度
と
旧
制
度
に
は
違
い
が
あ
っ
て
、
じ
つ
は
見
か
け
上
は
新
制
度
の
最
低
保
障
年
金

の
方
が
、
旧
制
度
の
基
礎
年
金
プ
ラ
ス
補
足
年
金
の
水
準
よ
り
も
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

は
、
新
制
度
が
導
入
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
税
制
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
旧
制
度

の
時
代
に
は
、
基
礎
年
金
と
補
足
年
金
し
か
も
ら
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
方
は
、
年
金
受
給
者
特
別
控

除
制
度
の
適
用
を
受
け
、
ほ
と
ん
ど
所
得
税
は
か
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
新
制
度
で
は
、
そ
の

控
除
が
な
く
な
っ
て
、
最
低
保
障
年
金
も
一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
所
得
と
同
じ
ル
ー
ル
で
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
税
金
を
取
ら
れ
た
後
の
所
得
が
、
旧
制
度
と
新
制
度
で
同

様
の
水
準
と
な
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
金
額
が
設
定
さ
れ
た
わ
け
な
の
で
す
。
こ

れ
が
、
新
制
度
に
よ
る
見
か
け
上
の
最
低
保
障
額
が
旧
制
度
よ
り
若
干
増
え
た
理
由
で
、
手
取
り
額
は
ほ
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ぼ
同
じ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
保
険
料
率
は
、
将
来
に
わ
た
り
一
八
・
五
％
で
固
定

　
所
得
比
例
年
金
の
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
一
八
・
五
％
に
固
定
し
、
こ
れ
を
労
使

で
折
半
す
る
方
向
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
保
険
料
率
を
将
来
に
わ
た
っ
て
固
定
す
る
と
い
う
の
が
新
し
い

点
で
、
た
と
え
ば
日
本
の
年
金
改
正
で
は
、
五
年
ご
と
に
年
金
財
政
の
将
来
見
通
し
の
計
算
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
五
年
た
つ
と
前
回
計
算
し
た
と
き
と
比
べ
て
、
い
つ
も
平
均
寿
命
は
延
び
て
い
る

し
、
出
生
率
は
思
っ
た
よ
り
も
下
が
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
な
か
で
、
ま
す
ま
す
年
金
財
政
は
苦
し
く
な
っ

て
い
く
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
保
険
料
は
引
き
上
げ
よ
う
、
給
付
は
抑
制
し
よ
う
と
い
う
改
正
が

五
年
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
が
日
本
の
年
金
改
正
で
し
た
が
、
五
年
ご
と
に
保
険
料
が
上

が
っ
た
り
給
付
水
準
が
抑
制
さ
れ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
国
民
の
不
安
や
年
金
制
度
に
対
す
る
不
信
感
が

高
ま
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
保
険
料
率
は
一
八
・
五
％
に
固
定
し
て
し
ま
い
、
変
動
さ
せ
な

い
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
こ
れ
は
現
役
世
代
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
安
心
感
が
増
す
政
策
で
す
。
将
来
ど

れ
く
ら
い
あ
が
る
の
か
分
か
ら
な
い
よ
り
、
分
か
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
し
か
し
老
後
世
代
に
と
っ
て
は
、
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こ
の
保
険
料
で
払
え
る
範
囲
内
の
給
付
し
か
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
逆
に
不
安
感

を
高
め
る
こ
と
に
な
る
か
と
も
思
え
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
を
補
う
た
め
に
最
低
保
障
年
金
を
設
け
た
。
そ

ん
な
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

④
賦
課
方
式
部
分
と
積
立
方
式
部
分
と
に
分
割
　

　
所
得
比
例
年
金
は
、
賦
課
方
式
に
よ
る
部
分
と
積
立
方
式
に
よ
る
部
分
と
に
分
割
し
ま
し
た
。
ま
た
７

Ｐ
の
図
表
１
を
見
て
い
た
だ
く
と
、
所
得
比
例
年
金
の
と
こ
ろ
に
斜
め
の
点
線
が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
所
得
比
例
年
金
を
賦
課
方
式
部
分
と
積
立
方
式
部
分
に
分
け
て
い
る
線
で
す
。
保
険
料
率
は
、
賦
課

方
式
部
分
が
一
六
％
で
、
積
立
方
式
部
分
が
二
・
五
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
こ
の
積
立
方
式
部

分
と
い
う
の
は
、
完
全
な
積
立
方
式
で
、
被
保
険
者
が
自
分
で
運
用
機
関
も
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

も
の
で
す
。
国
に
登
録
さ
れ
た
保
険
会
社
と
か
信
託
銀
行
な
ど
、
い
ろ
ん
な
運
用
機
関
が
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
中
か
ら
各
々
が
選
ん
で
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
選
び
た
く
な
い
人
の
場
合
は
ど
う
な
る

の
か
と
い
う
と
、
国
の
基
金
が
運
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
実
際
に
自
分
が
払
っ
た
保
険

料
が
、
毎
年
積
み
立
て
ら
れ
て
運
用
さ
れ
、
そ
の
利
回
り
の
つ
い
た
も
の
が
老
後
に
取
り
崩
さ
れ
て
年
金

と
し
て
給
付
さ
れ
る
。
こ
れ
が
新
し
い
積
立
方
式
の
年
金
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
部
分
が
保
険
料
率
二
・
五
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％
分
導
入
さ
れ
た
の
で
す
。

⑤
所
得
比
例
年
金
の
制
度
設
計
は
、
拠
出
建
て
（
確
定
拠
出
）
を
基
本
　

　
で
は
一
六
％
の
部
分
で
す
が
、
こ
の
部
分
は
従
来
と
同
じ
よ
う
な
賦
課
方
式
、
つ
ま
り
、
そ
の
と
き
そ

の
と
き
の
現
役
世
代
が
払
っ
た
保
険
料
を
老
後
世
代
が
受
け
取
る
と
い
う
仕
組
み
で
制
度
が
つ
く
ら
れ
た

の
で
す
。
た
だ
し
こ
の
賦
課
方
式
の
部
分
に
、
多
少
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
賦
課
方
式
な
の
だ

が
、
拠
出
建
て
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
従
来
、
賦
課
方
式
と
い
う
の
は
給
付
建
て
で
あ
る
こ
と
が
当

然
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
を
拠
出
建
て
に
し
た
の
で
す
。
積
立
方
式
は
、
保
険
料
を
先
に
決
め
て
、
そ

こ
で
積
み
あ
げ
た
年
金
が
給
付
に
回
る
。
逆
に
賦
課
方
式
の
場
合
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の
給
付
を
保
障
す

る
の
か
が
ま
ず
先
に
あ
っ
て
、
そ
の
保
険
料
を
現
役
が
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
積
立
方
式
＝
拠
出
建

て
、
逆
に
賦
課
方
式
＝
給
付
建
て
と
い
う
の
が
一
般
的
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
新
機
軸

を
打
ち
出
し
て
、
賦
課
方
式
な
の
に
拠
出
建
て
と
い
う
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
い
う
と
、
賦
課
方
式
な
の
に
、
さ
き
に
保
険
料
率
を
決
め
て
し
ま
う

の
で
す
。
こ
れ
が
一
六
％
で
す
。
一
六
％
と
い
う
保
険
料
率
を
決
め
て
し
ま
っ
て
お
い
て
、
実
際
の
お
金

の
流
れ
を
見
る
と
、
そ
の
年
に
集
め
た
お
金
で
給
付
を
ま
か
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
個
人
個
人
の
年
金
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額
を
ど
う
計
算
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
払
っ
た
保
険
料
と
、
そ
の
運
用
利
回
り（
と
し
て
み
な

さ
れ
る
額
）の
合
計
額
と
し
て
計
算
さ
れ
た
年
金
権
の
総
額
を
平
均
余
命
の
年
数
で
割
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

年
金
額
を
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
現
役
世
代
は
毎
年
保
険
料
を
払
い
ま
す
が
、
そ
の
金

額
は
、
た
と
え
ば
四
〇
年
間
払
え
ば
そ
れ
だ
け
積
み
あ
が
る
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
、
現
実
に
ど

こ
か
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
て
、
賦
課
方
式
だ
か
ら
そ
の
年
に
年
金
給
付
と
し
て
使
わ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
帳
簿
上
は
支
払
っ
た
保
険
料
の
額
を
足
し
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が

可
能
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
金
額
に
一
定
の
利
回
り
が
つ
く
と
み
な
し
て
計
算
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ

の
利
回
り
と
は
何
か
と
い
う
と
、
毎
年
の
現
役
世
代
の
一
人
当
た
り
所
得
上
昇
率
と
し
た
の
で
す
。
そ
し

て
、
現
役
を
引
退
す
る
と
き
、
そ
の
総
額
を
計
算
し
て
、
た
と
え
ば
六
五
歳
で
引
退
し
た
と
す
る
と
、
人

生
八
〇
年
と
す
れ
ば
、
あ
と
平
均
余
命
が
一
五
年
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
積
み
あ
が
っ
た
総
額
を
一
五
で

割
っ
て
（
除
し
て
）、
一
年
間
の
年
金
額
が
出
る
と
い
う
仕
組
み
に
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
平
均
余

命
の
こ
と
を
「
除
数
」
と
い
い
ま
す
（
36
Ｐ
・
図
表
７
）。

　
つ
ま
り
賦
課
方
式
で
あ
り
な
が
ら
、
個
人
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
あ
た
か
も
積
立
方
式
の
よ
う
な
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
実
際
に
自
分
が
積
み
あ
げ
た
金
額
が
記
録
さ
れ
て
、
こ
れ
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
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で
は
「
年
金
口
座
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
ど
こ
か
に
積
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
記
録

上
は
積
み
立
て
た
と
み
な
さ
れ
た
金
額
が
見
え
る
。
自
分
の
権
利
が
貯
ま
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が
い
つ
で
も

見
え
る
か
た
ち
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
引
退
し
た
と
き
、
残
り
の
平
均
余
命
で
割
っ
た
数
が
、
そ

の
人
の
年
金
額
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
透
明
性
の
高
い
、
わ
か
り
や
す
い
仕
組
み

と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
平
均
寿
命
が
伸
び
て
い
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
が
年
金
財
政
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

⑥
賦
課
方
式
部
分
の
ス
ラ
イ
ド
は
、
経
済
調
整
ス
ラ
イ
ド
を
採
用
　

　
さ
ら
に
賦
課
方
式
部
分
の
ス
ラ
イ
ド
は
、
経
済
成
長
を
反
映
し
た
仕
組
み
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
「
経
済
調
整
ス
ラ
イ
ド
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
従
来
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
で
、
毎
年

物
価
上
昇
率
に
応
じ
て
ス
ラ
イ
ド
し
て
き
た
の
で
す
が
、
現
役
世
代
の
一
人
当
た
り
名
目
所
得
上
昇
率
に

応
じ
て
変
動
す
る
よ
う
な
仕
組
み
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
物
価
ス
ラ
イ
ド
か
ら
名
目
所
得
ス
ラ
イ
ド
に
変

更
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ス
ラ
イ
ド
の
考
え
方
が
、
年
金
の
実
質
的
価
値
を
維
持
す
る
と
い
う
考
え

方
か
ら
、
現
役
世
代
の
所
得
の
動
向
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
考
え
方
に
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
じ
つ
は
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
は
ト
リ
ッ
ク
が
あ
っ
て
、
将
来
に
向
け
て
一
・
六
％
の
実
質
所
得
の
上
昇
が
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あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
仮
定
に
立
っ
て
、
一
・
六
％
の
実
質
所
得
上
昇
率
を
先
取
り
し
て
受
給
開
始
時
の
年

金
額
を
決
め
て
い
る
の
で
す
（
36
Ｐ
・
図
表
９
）。
そ
し
て
、
毎
年
の
ス
ラ
イ
ド
に
お
い
て
は
、
名
目
所

得
上
昇
率
（
実
質
所
得
上
昇
率
＋
物
価
上
昇
率
）
か
ら
一
・
六
％
を
控
除
し
た
率
で
実
際
の
ス
ラ
イ
ド
を

行
っ
て
い
ま
す
（
36
Ｐ
・
図
表
８
）。
こ
の
よ
う
な
や
や
こ
し
い
仕
組
み
を
採
っ
て
い
る
理
由
は
、
主
に
、

現
役
生
活
か
ら
年
金
生
活
に
移
行
す
る
際
の
所
得
の
減
少
幅
を
小
さ
く
す
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。⑦

自
動
財
政
均
衡
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導
入
　

　
ま
た
、
所
得
比
例
年
金
の
賦
課
方
式
部
分
に
つ
い
て
、
自
動
財
政
均
衡
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
も
の
を
導

入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
簡
単
に
い
う
と
、
年
金
財
政
が
危
機
に
お
ち
い
っ
た
と
き
に
は
自
動
的
に
ス
ラ
イ

ド
を
抑
え
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。
賦
課
方
式
部
分
の
保
険
料
率
は
一
六
・
〇
％
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

た
と
え
ば
出
生
率
が
大
幅
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
、
現
役
世
代
の
人
数
が
思
っ
た
よ
う
に
は
増
え
て
い
か

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
年
金
保
険
料
収
入
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

新
制
度
の
賦
課
方
式
部
分
で
も
一
定
の
積
立
金
を
持
ち
ま
す
が
、
そ
の
部
分
で
利
回
り
が
予
想
を
大
幅
に

下
回
っ
た
よ
う
な
場
合
も
、
年
金
制
度
が
危
機
に
お
ち
い
る
こ
と
が
あ
り
得
る
わ
け
で
す
。
そ
ん
な
場
合
、
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自
動
的
に
ス
ラ
イ
ド
を
抑
制
す
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。

　
具
体
的
に
ど
ん
な
仕
組
み
か
と
い
う
と
、
ま
ず
年
金
制
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
計
算
す
る
の
で
す

（
38
Ｐ
・
図
表
10
、
39
Ｐ
・
図
表
11
）。
つ
ま
り
年
金
制
度
の
資
産
と
債
務
を
計
算
し
て
比
べ
る
の
で
す
。

資
産
と
は
、
積
立
金
の
残
高
と
、
そ
の
年
の
現
役
世
代
が
将
来
に
わ
た
っ
て
ど
の
く
ら
い
保
険
料
を
負

担
す
る
能
力
が
あ
る
の
か
示
す
数
値
で
あ
る
保
険
料
資
産
の
合
計
と
な
り
ま
す
。
債
務
は
、
こ
れ
ま
で
の

加
入
実
績
に
基
づ
い
て
、
い
く
ら
く
ら
い
将
来
年
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
示
す
も
の
で
す
。

資
産
と
債
務
を
比
べ
て
、
資
産
の
ほ
う
が
大
き
け
れ
ば
年
金
制
度
は
安
泰
、
逆
に
債
務
の
ほ
う
が
大
き
け

れ
ば
均
衡
数
値
が
一
未
満
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
と
き
は
年
金
財
政
の
危
機
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
自
動
財
政
均
衡
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
毎
年
計
算
し

ま
す
。

　
そ
し
て
普
通
の
状
態
な
ら
ば
、
年
金
の
支
払
い
は
図
表
11
の
実
線
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、
五

年
目
か
ら
年
金
制
度
が
危
機
に
陥
っ
た
と
す
る
と
、
ス
ラ
イ
ド
率
が
割
り
落
と
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
一
〇
年
目
あ
た
り
か
ら
均
衡
数
値
が
一
以
上
に
回
復
す
る
と
、
今
度
は
ス
ラ
イ
ド
率
が
割
り
増
さ
れ
て
、

あ
る
時
点
か
ら
元
の
実
線
に
復
帰
す
る
。
こ
う
い
う
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
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ま
た
一
定
の
仮
定
に
基
づ
い
た
積
立
度
合
の
見
通
し
も
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
が
（
41
Ｐ
・
図
表
12
、
42

Ｐ
・
図
表
13
）、
図
表
12
で
は
、
ま
ず
、
中
位
人
口
推
計
の
場
合
、
つ
ま
り
合
計
特
殊
出
生
率
が
一
・
八

で
推
移
す
る
場
合
の
見
通
し
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
縦
軸
は
積
立
度
合
と
い
い
、
年
金
積
立
金
が
給
付

費
の
何
年
分
く
ら
い
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
は
四
年
分
く
ら
い
積
み
立
て

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
積
立
金
の
運
用
利
回
り
が
五
％
も
し
く
は
三
・
二
五
％
の
と
き
に

は
、
グ
ラ
フ
が
縦
軸
の
ゼ
ロ
よ
り
上
に
あ
っ
て
、
年
金
財
政
は
安
泰
で
す
が
、
二
％
の
場
合
で
は
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
な
い
と
ゼ
ロ
を
下
回
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
危
機
に
陥
り
、
保
険
料
だ
け
で
は
年
金
制
度
を
支
え

ら
れ
な
く
な
る
状
況
に
な
る
と
い
う
の
で
す
。
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
か
ら
、
辛
う
じ
て
ゼ
ロ
以
上
を
維
持

で
き
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
ま
た
図
表
13
の
低
位
人
口
推
計
の
場
合
、
つ
ま
り
出
生
率
一
・
五
で
推
移
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
は
、

運
用
利
回
り
五
％
の
と
き
は
大
丈
夫
な
の
で
す
が
、
三
・
二
五
％
や
二
％
の
と
き
に
は
、
積
立
度
合
が
ど

ん
ど
ん
低
下
し
て
い
っ
て
、
年
金
財
政
は
支
え
ら
れ
な
く
な
る
。
し
か
し
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
発
動
さ
れ

る
こ
と
で
、
ゼ
ロ
に
近
い
ラ
イ
ン
に
収
斂
し
て
い
っ
て
、
何
と
か
維
持
し
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
自
動
財
政
均
衡
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
概
要
で
す
。
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⑧
弾
力
的
な
支
給
開
始
年
齢
　

　
ま
た
、
新
制
度
で
は
、
弾
力
的
な
支
給
開
始
年
齢
を
採
用
し
ま
し
た
。
従
来
は
六
五
歳
か
ら
の
支
給
開

始
が
原
則
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
改
革
後
は
、
原
則
的
な
支
給
開
始
年
齢
と
い
う
も
の
は
な
く
な
っ
て
、

六
一
歳
以
降
、
い
つ
か
ら
も
ら
っ
て
も
い
い
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
支
給
開
始
年
齢
は
本
人
が
選

ぶ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
（
45
Ｐ
・
図
表
14
）。
本
人
が
選
ん
だ
年
齢
に
よ
っ
て
平
均
余
命
が
違
っ
て
き

ま
す
が
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
も
ら
え
る
年
金
額
を
計
算
し
ま
す
。
年
金
支
給
開
始
年
齢
に
応
じ
て
除
数
、

つ
ま
り
こ
れ
が
平
均
余
命
を
示
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
い
く
つ
に
な
る
の
か
。
早
く
も
ら
え
ば
早

く
も
ら
う
ほ
ど
一
年
当
た
り
の
年
金
額
は
低
く
な
り
、
六
一
歳
か
ら
も
ら
っ
た
場
合
は
七
〇
〇
〇
ク
ロ
ー

ナ
で
あ
る
の
が
、
七
〇
歳
か
ら
も
ら
う
と
こ
れ
が
倍
以
上
に
な
り
、
一
五
三
〇
〇
ク
ロ
ー
ナ
に
な
る
。
な

ぜ
そ
う
な
る
の
か
と
い
う
と
、
除
数
す
な
わ
ち
平
均
余
命
が
変
わ
っ
て
く
る
か
ら
な
の
で
す
。

　
し
か
も
年
金
制
度
へ
の
加
入
の
ル
ー
ル
も
改
め
ら
れ
、
何
歳
に
な
っ
て
も
加
入
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。「
私
は
何
歳
に
な
っ
て
も
働
き
つ
づ
け
て
、
年
金
に
加
入
し
続
け
ま
す
」
と
い

う
の
な
ら
、
保
険
料
は
何
歳
ま
で
も
払
い
続
け
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
年
金
の
権
利
を
ど
ん

ど
ん
貯
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
高
齢
者
が
働
く
こ
と
へ
の
奨
励
策
と
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な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

⑨
旧
制
度
か
ら
新
制
度
へ
の
段
階
的
な
移
行
　

　
今
回
の
改
革
は
か
な
り
大
幅
な
見
直
し
を
行
う
も
の
で
す
の
で
、
一
気
に
新
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
す
。
そ
こ
で
生
年
月
日
に
応
じ
て
少
し
ず
つ
部
分
的
に
、
段
階
的
に
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
（
45
Ｐ
・
図
表
15
）。
生
ま
れ
た
年
が
一
九
三
八
年
の
人
か
ら
順
次
導
入
す
る
。
こ
の
年
生
ま
れ
の
人

は
、
新
制
度
が
二
〇
分
の
四
、
旧
制
度
が
二
〇
分
の
一
六
の
割
合
で
適
用
さ
れ
、
生
年
が
一
年
若
く
な
る

ご
と
に
、
こ
の
数
値
が
、
新
制
度
に
つ
い
て
は
二
〇
分
の
一
ず
つ
増
え
て
い
き
、
旧
制
度
に
つ
い
て
は
二

〇
分
の
一
ず
つ
少
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
一
九
五
四
年
生
ま
れ
の
人
で
こ
の
移
行
は
完
了
す
る
と
い

う
仕
組
み
で
す
。

　
４
、
注
目
す
べ
き
点

　
以
上
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
年
金
改
革
の
内
容
で
す
が
、
こ
れ
を
特
に
わ
れ
わ
れ
日
本
の
年
金
制
度
と
の

関
連
で
、
ど
ん
な
点
が
参
考
に
な
る
の
か
、
ど
ん
な
点
に
注
目
す
べ
き
か
を
見
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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①
長
期
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
制
度
を
志
向
　

　
第
一
に
、
長
期
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
制
度
を
志
向
し
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
日
本
で
は
、
五
年
に

一
回
財
政
再
計
算
を
し
て
年
金
制
度
を
見
直
す
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
改
正
の
た
び
に
厳
し
い
試
算
が

示
さ
れ
て
、
保
険
料
は
引
き
上
げ
の
方
向
に
、
給
付
は
抑
制
の
方
向
に
と
い
う
こ
と
で
、
改
正
に
改
正
を

重
ね
て
い
く
な
か
で
、
年
金
制
度
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
感
が
ゆ
ら
い
で
き
た
面
も
否
定
で
き
な
い
わ
け

で
す
。
し
か
し
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
場
合
は
、
保
険
料
を
固
定
し
て
、
そ
の
保
険
料
の
枠
内
で
払
え
る
範
囲

で
給
付
を
行
う
と
い
う
仕
組
み
を
取
っ
た
た
め
に
、
想
定
さ
れ
る
範
囲
の
経
済
や
人
口
の
動
向
で
あ
れ
ば
、

い
ま
の
制
度
の
ま
ま
で
何
十
年
も
も
つ
の
で
は
な
い
か
と
見
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
点
が
、
注
目

す
べ
き
点
と
い
え
る
の
で
す
。

②
保
険
料
率
の
固
定
、
保
険
料
と
積
立
金
の
範
囲
内
で
給
付
　

　
新
制
度
で
は
、
保
険
料
率
を
将
来
に
わ
た
っ
て
固
定
し
、
そ
の
保
険
料
と
積
立
金
に
よ
り
支
払
え
る
範

囲
内
の
給
付
し
か
支
給
し
な
い
と
い
う
考
え
方
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
保
険
料
率
を
固
定
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
負
担
が
今
後
と
め
ど
も
な
く
上
が
っ
て
い
く
こ
と
は
な
い
、
ど
う
い
う
負
担
を
し
て
い
け
ば
い
い

の
か
が
予
測
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
ん
な
意
味
で
現
役
世
代
に
と
っ
て
は
非
常
に
安
心
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感
の
持
て
る
制
度
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、
年
金
を
受
給
す
る
側
か
ら
い
え
ば
、
そ

の
保
険
料
率
で
払
え
る
範
囲
内
の
年
金
し
か
も
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
年
金
財
政
が
危

機
に
陥
っ
た
ら
自
動
財
政
均
衡
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
発
動
し
て
、
い
っ
そ
う
給
付
が
抑
制
さ
れ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
で
す
。

③
全
額
国
庫
負
担
で
、
老
後
生
活
の
基
本
部
分
の
確
実
な
保
障
（
最
低
保
障
年
金
）　

　
つ
ま
り
年
金
受
給
者
に
と
っ
て
は
不
安
感
が
あ
る
制
度
だ
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
最
低
保
障
年
金
と
い
う
も
の
を
設
け
て
、
こ
れ
を
全
額
国
庫
負
担
と
い
う
か
た
ち
に
し
て
、
一
定

水
準
ま
で
は
こ
れ
を
保
障
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
当
局
の
方
の

話
で
は
、
最
低
保
障
年
金
の
水
準
は
住
宅
費
を
除
い
た
生
活
保
護
基
準
並
み
の
水
準
で
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
な
お
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
低
所
得
で
家
賃
が
支
払
え
な
い
年
金
受
給
者
に
は
、
全
額
国
庫
負

担
の
住
宅
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

④
拠
出
と
給
付
の
リ
ン
ク
を
強
化
　

　
次
に
、
納
め
た
保
険
料
の
総
額
に
応
じ
て
年
金
額
が
決
ま
る
仕
組
み
を
設
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
言

い
換
え
れ
ば
、
拠
出
と
給
付
の
リ
ン
ク
を
強
化
し
た
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
透
明
性
の
高
い
、
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国
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
制
度
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

⑤
高
齢
者
の
就
労
を
促
す
制
度
を
志
向
　

　
ま
た
、
高
齢
者
の
就
労
を
促
す
観
点
か
ら
、
働
け
ば
働
く
ほ
ど
年
金
が
増
え
る
仕
組
み
を
と
っ
た
と
い

う
点
が
特
徴
的
で
す
。
従
来
は
三
〇
年
ル
ー
ル
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
三
〇
年
以
上
働
い
て
も
年
金
が

増
え
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
新
し
い
制
度
は
払
っ
た
保
険
料
の
総
額
に
よ
っ
て
給
付
が

決
ま
る
の
で
、
六
一
歳
を
超
え
て
な
お
働
け
ば
働
く
ほ
ど
、
除
数
（
平
均
余
命
）
が
少
な
く
な
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
年
金
額
（
年
額
）
は
増
え
る
の
で
す
。
で
き
る
だ
け
長
く
働
い
て
保
険
料
を
払
い
続
け
、
年

金
の
受
給
を
遅
ら
せ
れ
ば
遅
ら
せ
る
ほ
ど
高
い
年
金
が
も
ら
え
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
少
な
く
と
も
年

金
制
度
の
上
か
ら
は
、
高
齢
者
に
、
で
き
る
だ
け
長
く
働
こ
う
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
よ
う

な
制
度
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

⑥
賦
課
方
式
部
分
と
積
立
方
式
部
分
の
明
確
な
分
離
　

　
新
制
度
で
は
、
賦
課
方
式
部
分
と
積
立
方
式
部
分
の
明
確
な
分
離
を
行
い
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
の
年
金

制
度
で
も
、
給
付
費
の
五
年
分
く
ら
い
の
積
立
金
は
持
っ
て
い
た
の
で
、
積
み
立
て
の
要
素
も
一
部
入
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
賦
課
方
式
の
中
に
混
在
し
た
か
た
ち
で
し
た
。
そ
れ
を
所
得
比
例
年
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金
の
保
険
料
率
二
・
五
％
に
相
当
す
る
部
分
は
積
立
方
式
と
し
、
残
り
の
保
険
料
率
一
六
％
に
相
当
す
る

部
分
を
賦
課
方
式
部
分
と
い
う
よ
う
に
、
両
者
を
明
確
に
分
離
し
た
の
が
興
味
深
い
点
で
あ
り
ま
す
。

⑦
物
価
ス
ラ
イ
ド
か
ら
事
実
上
の
所
得
ス
ラ
イ
ド
へ
の
変
更
　

　
い
ま
ま
で
の
年
金
制
度
は
、
年
金
の
実
質
価
値
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
で
物
価
ス
ラ
イ
ド
方
式
を
基

本
に
し
て
き
た
の
で
す
が
、
む
し
ろ
現
役
世
代
の
所
得
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
て
所
得
ス
ラ
イ
ド
に
切

り
換
え
た
の
で
す
。
こ
れ
は
日
本
の
制
度
の
考
え
方
と
は
逆
を
い
っ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
日
本
で
は
平

成
一
二
年
の
厚
生
年
金
の
改
正
で
、
い
ま
ま
で
は
五
年
に
一
回
の
所
得
ス
ラ
イ
ド
を
行
い
、
そ
れ
以
外
の

年
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
行
う
と
い
う
方
式
だ
っ
た
も
の
を
、
毎
年
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
み
を
行
う
仕
組
み
に

変
え
た
の
で
す
。
こ
こ
も
非
常
に
興
味
深
い
点
で
あ
り
ま
す
。

⑧
現
役
世
代
の
制
度
に
対
す
る
理
解
・
関
心
を
高
め
る
工
夫
　

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
年
金
改
革
で
は
、
現
役
世
代
の
年
金
に
対
す
る
理
解
、
関
心
を
高
め
る
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
つ
に
は
一
部
積
立
方
式
を
導
入
し
た
の
で
、
こ
れ
の
運
用
は
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
う
ま
く
い
け
ば
年
金
が
高
く
な
る
。
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
自
ず
か
ら
関
心
を
持
た
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
仕
組
み
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
賦
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課
方
式
の
部
分
も
、
結
局
毎
年
金
額
が
貯
ま
っ
て
い
く
の
が
目
に
見
え
る
よ
う
な
仕
組
み
と
な
り
、
現
役

世
代
も
、
た
だ
保
険
料
を
取
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
払
っ
た
も
の
が
権
利
と
し
て
貯
ま
っ
て
い
く
様
子

が
見
え
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
年
金
に
関
心
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
年
に
一
回
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
「
オ
レ
ン
ジ
の
手
紙
」
と
呼
ば
れ
る
文
書

が
被
保
険
者
に
届
き
ま
す
。「
あ
な
た
は
こ
れ
ま
で
に
年
金
の
権
利
を
こ
れ
こ
れ
だ
け
貯
め
ま
し
た
。
あ

な
た
が
、
た
と
え
ば
六
五
歳
か
ら
年
金
を
も
ら
い
は
じ
め
た
場
合
に
は
、
年
金
額
は
こ
れ
こ
れ
に
な
り
ま

す
。
六
一
歳
か
ら
な
ら
こ
れ
こ
れ
、
六
二
歳
な
ら
こ
れ
こ
れ
、
…
…
」と
い
う
年
金
額
の
試
算
も
載
っ
て

い
る
文
書
で
す
。
封
筒
の
色
が
オ
レ
ン
ジ
色
な
の
で
そ
ん
な
名
前
が
つ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
毎

年
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
現
役
の
人
も
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
自
分
の
年
金
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
と
か
く
現
役
世
代
の
方
に
と
っ
て
年
金
制
度
は
非
常
に
難
し
い
制
度
で
、
そ
れ
だ
け
に
風
当
た

り
が
強
い
の
が
普
通
で
す
が
、
こ
う
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
現
役
世
代
の
関
心
を
高
め
る

工
夫
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

⑨
超
党
派
で
政
策
決
定
（
政
治
主
導
の
改
革
）　

　
最
後
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
年
金
改
革
に
お
け
る
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
こ
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の
年
金
改
革
は
、
九
〇
年
代
を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
議
論
が
あ
り
、
そ
の
積
み
重
ね
の
な
か
で
決
ま
っ
た
も

の
で
す
。
結
果
的
に
こ
の
改
革
は
、
一
種
の
政
治
主
導
の
改
革
と
い
え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
も

与
野
党
が
一
緒
に
な
っ
て
、
超
党
派
で
政
策
決
定
を
行
っ
た
と
い
う
一
つ
の
例
で
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
点

で
、
わ
が
国
で
も
非
常
に
参
考
に
す
べ
き
点
が
多
々
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
検
討
の
経
緯
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
52
Ｐ
・
図
表
16
）。
一
九
九
一
年
に
「
年
金
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
与
野
党
全
七
党
の
国
会
議
員
や
党
幹
部
が
委
員
と
な
っ
て
、
社
会
保

険
担
当
大
臣
が
座
長
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
が
議
論
の
場
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
見
る
と

（
53
Ｐ
・
図
表
17
）、
座
長
や
委
員
の
ほ
か
、
専
門
委
員
と
か
事
務
局
員
に
は
、
役
人
や
学
者
、
法
曹
関
係

者
な
ど
も
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
最
初
か
ら
各
党
が
議
論
を
ぶ
つ
け
合
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
ず
政
治
家
が
年
金
の
専
門

家
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
く
な
ど
の
勉
強
か
ら
は
じ
め
た
の
で
す
。
そ
の
後
政
治
家
が
議
論
し
て
、

九
四
年
一
月
に
年
金
改
革
の
提
案
に
つ
い
て
の
「
五
党
合
意
」
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
の
国
会
は
七
党
で

構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
二
つ
の
党
、
新
民
主
党
と
左
翼
党
は
合
意
に
参
加
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
ら
は
最
も
議
員
の
数
が
少
な
い
二
つ
の
党
で
、
そ
れ
以
外
の
党
は
す
べ
て
合
意
に
参
加
し
ま
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し
た
。
す
な
わ
ち
、
国
会
議
員
の
八
八
％
を
占
め
る
勢
力
が
こ
の
合
意
に
達
し
た
の
で
す
。
こ
れ
で
年
金

改
革
の
大
枠
が
決
ま
っ
た
の
で
す
。

　
当
時
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
一
番
大
き
な
政
党
は
社
民
党
だ
っ
た
の
で
す
が
、「
五
党
合
意
」
が
行
わ
れ

た
の
は
社
民
党
が
野
党
に
な
っ
て
い
た
時
期
で
し
た
。
そ
し
て
政
権
を
担
当
し
て
い
た
の
は
保
守
中
道
四

党
の
連
立
政
権
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
合
意
の
直
後
に
総
選
挙
が
あ
っ
て
、
保
守
中
道
の
連
立
政
権
側

が
敗
れ
て
し
ま
い
、
九
四
年
一
〇
月
に
社
民
党
が
政
権
に
復
帰
し
ま
し
た
。
社
民
党
単
独
政
権
に
な
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
同
党
に
よ
る
政
権
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に「
五
党
合

意
」の
直
後
に
政
権
交
代
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
政
権
交
代
に
伴
い
合
意
も
ホ
ゴ
に
さ

れ
か
ね
な
い
の
で
す
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
そ
う
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
社
民
党
も
「
五
党
合
意
」

の
一
員
で
し
た
か
ら
、
合
意
の
線
を
守
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
後
も
改
革
の
細

部
に
関
す
る
議
論
は
、「
年
金
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
か
わ
っ
て
設
け
ら
れ
た
「
年
金
改
革
施
行
グ

ル
ー
プ
」
に
お
い
て
続
け
ら
れ
た
の
で
す
（
56
Ｐ
・
図
表
18
）。
こ
こ
で
は
、
座
長
、
副
座
長
が
社
民
党

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
社
民
党
内
部
で
は
、「
五
党
合
意
」
に
対
し
て
相
当
の
反
対
意
見
が
出
て
き
て
、
破
棄
す
べ
き
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だ
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
の
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
民
党
は
一
九
三
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
ま
で
、

ず
っ
と
政
権
を
担
い
つ
づ
け
て
き
た
政
党
で
、
高
福
祉
国
家
を
建
設
し
て
き
た
党
で
す
し
、
こ
の
党
が
中

心
と
な
っ
て
一
九
六
〇
年
に
付
加
年
金
制
度
を
創
設
し
た
わ
け
で
、
社
民
党
の
党
員
た
ち
は
、
そ
う
い
う

実
績
を
自
分
た
ち
の
も
の
と
し
て
誇
っ
て
き
た
し
、
旧
制
度
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
社

民
党
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
時
間
を
か
け
て
党
員
を
説
得
し
て
、
最
終
的
に
党
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
と
り

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。「
年
金
改
革
施
行
グ
ル
ー
プ
」で
は
、
与
野
党
五
党
の
政
治
家
に
よ
り
、

詳
細
な
検
討
が
続
け
ら
れ
、
つ
い
に
九
八
年
に
は
法
案
が
で
き
て
国
会
も
通
過
し
、
九
九
年
か
ら
実
施
さ

れ
て
、
二
〇
〇
一
年
一
月
か
ら
は
新
制
度
に
基
づ
く
年
金
の
支
給
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
。

経
済
危
機
を
経
験
、
政
治
家
が
年
金
制
度
へ
の
危
機
意
識
を
共
有

　
こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
超
党
派
で
議
論
し
、
政
治
主
導
で
改
革
を
実
現
し
た
の
が
今
回
の
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
例
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
何
で
う
ま
く
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
一
つ
は
、
こ
の
議
論
に
参

加
し
た
政
治
家
が
、
危
機
意
識
を
共
有
で
き
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
も
お
話
し
し

た
よ
う
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
九
〇
年
代
は
じ
め
に
ひ
ど
い
経
済
危
機
を
経
験
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
も

い
ま
経
済
危
機
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
の
危
機
、
国
の
経
済
が
崩
壊
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
よ
う
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な
危
機
を
経
験
し
た
直
後
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
年
金
改
革
の
議
論
が
熱
心
に
行
わ
れ
た
の
で
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
年
金
制
度
は
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
い
う
危
機
意
識
を
共
有
し
て
、
も
と
も
と
の
意
見
は

違
っ
て
も
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
づ
く
り
に
努
力
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
た
政
治
家
が
全
員
、
党
の
大
物
だ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
閣
僚
経
験
者
と
か
書
記
長
な
ど
、
見
識
の
高
い
、
実
力
の
あ
る
方
が
入
っ
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の

改
革
が
実
現
し
た
要
因
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
労
働
組
合
や
経
営
者
団
体
の
反
対
が
あ
ま
り
表

立
っ
て
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
と
く
に
経
営
者
団
体
は
も
と
も
と
基
本
的
に
賛
成
を
表
明
し

て
い
た
し
、
社
民
党
の
最
大
の
支
持
母
体
で
あ
る
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
労
働
組
合
全
国
組
織
「
Ｌ
Ｏ
」
も
、
組

合
員
に
長
期
間
低
賃
金
で
働
く
人
が
多
く
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
と
っ
て
新
年
金
制
度
に
よ
り
一
五
年

ル
ー
ル
と
か
三
〇
年
ル
ー
ル
が
な
く
な
っ
て
、
所
得
に
応
じ
た
給
付
に
な
る
の
は
悪
い
こ
と
で
は
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
強
い
反
対
の
姿
勢
を
示
さ
な
か
っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に
、
社
民
党
が
政
権
に
復
帰
し

た
後
、
同
党
の
幹
部
が
粘
り
強
く
党
員
の
説
得
に
努
め
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

専
門
性
の
高
い
年
金
政
策
は
、
政
治
決
定
し
国
民
に
理
解
求
め
る

　
よ
く
、
民
主
主
義
と
い
う
の
は
、
国
民
が
政
策
決
定
に
参
加
す
る
こ
と
と
い
わ
れ
ま
す
し
、
草
の
根
レ
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ベ
ル
か
ら
合
意
を
積
み
重
ね
て
い
っ
て
、
最
終
的
に
政
策
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を
典
型
的
に
考
え
る
の

で
す
が
、
年
金
制
度
の
よ
う
な
非
常
に
専
門
性
の
高
い
政
策
に
つ
い
て
は
、
見
識
の
あ
る
政
治
家
が
党
派

を
越
え
て
議
論
し
、
専
門
家
の
意
見
も
聞
き
、
団
体
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
政
治
家
が
決

め
て
、
内
容
に
責
任
を
も
っ
て
国
民
や
党
員
に
理
解
を
求
め
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
、
い
わ
ば
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
す
が
、
そ
う
い
う
や
り
方
も
、
一
つ
の
民
主
主
義
の
あ
り
方
な
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
ん
な
意
味
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
年
金
改
革
は
、
内
容
ば
か
り
で
な
く
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
も
参
考
に
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
感
じ
て
お
り
ま
す
。

以
上
で
終
わ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
講
演
録
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
十
〜
十
一
日
「
全
建
総
連
社
会
保
障
活
動
者
会
議
」
に
お
い
て
行
わ
れ

た
講
演
の
要
録
で
あ
り
、
講
師
の
許
可
を
得
て
、
全
建
総
連
・
企
画
調
査
室
が
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
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「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
年
金
改
革
―
改
革
の
具
体
的
内
容
と
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス
」

　
�

二
〇
一
四
号
（
一
九
九
八
年
十
一
月
二
三
日
付
）
〜

　
�

二
〇
一
七
号
（
一
九
九
八
年
十
二
月
十
四
日
付
）

・
週
刊
年
金
実
務
（
社
会
保
険
実
務
研
究
所
）

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
年
金
改
革
―
何
を
参
考
に
す
べ
き
か
」

　
�

一
四
〇
二
号
（
二
〇
〇
〇
年
八
月
七
日
付
）
〜

　
�

一
四
〇
六
号
（
二
〇
〇
〇
年
九
月
四
日
付
）

・
生
活
経
済
政
策
（
社
団
法
人
　
生
活
経
済
政
策
研
究
所
）

「
持
続
可
能
な
年
金
制
度
に
向
け
て
―
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
年
金
改
革
の
動
向
」

　
　
�

六
七
号
　
　（
二
〇
〇
二
年
八
月
号
）


